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1. 企業会計基準等の開発（2010 年 6
月 1 日～2010 年 7 月 31 日） 

1）【Final】企業会計基準第 25号「包括利益

の表示に関する会計基準」及び関連する

他の改正会計基準の公表（2010年 6月 30

日） 

 

2）【Final】改正実務対応報告第 5 号「連結

納税制度を適用する場合の税効果会計に

関する当面の取扱い（その 1）及び改正実

務対応報告第 7 号「連結納税制度を適用

する場合の税効果会計に関する当面の取

扱い（その 2）」の公表（2010 年 6 月 30

日） 

 
3）【Final】企業会計基準第 24号「会計上の

変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」

の公表に伴う他の改正会計基準等の公表

（2010 年 6月 30 日） 
 
4）【Final】改正企業会計基準第 2 号「1 株

当たり当期純利益に関する会計基準」、改

正企業会計基準適用指針第 4号「1株当た

り当期純利益に関する会計基準の適用指

針」及び改正実務対応報告第 9号「1株当

たり当期純利益に関する実務上の取扱い」

の公表（2010年 6月 30日） 

 
【ED】企業会計基準公開草案第 43 号「公

正価値測定及びその開示に関する会計基

準（案）」及び企業会計基準適用指針公開

草案第 38号「公正価値測定及びその開示

に関する会計基準の適用指針（案）」の公

表（2010年 7月 9日） 
（コメント募集は 2010 年 9 月 10 日までと

なっています。） 

 
 【凡例】 

DP： 論点整理・検討状況の整理 

ED： 公開草案 
Final： 会計基準/適用指針等（最終） 
 

2. 企業会計基準委員会の概要（第 203
回～第 206 回） 

1）第 203 回（2010 年 6 月 10 日開催） 
a. 中期運営方針の公表 
b. 連結納税に係る公開草案に対するコメ

ント対応 
c. 過年度遡及修正に関連する公開草案に対

するコメント対応 
d. 1 株当たり当期純利益に係る公開草案に

対するコメント対応 
e. 「上場会社の個別財務諸表の取扱い（連

結先行の考え方）に関する検討会」での

検討状況 
f. 包括利益の表示に関する会計基準（案） 
g. 金融商品専門委員会における検討状況

①（公正価値開示） 
h. 金融商品専門委員会における検討状況

②（IASB 公開草案:減損） 
a. 平成 24 年までの企業会計基準委員会の活

動の基本方針をまとめた中期運営方針の公

表を決定しました。国内基準開発と国際的

な会計基準開発への貢献に分けて記載し、

国際財務報告基準（IFRS）の強制適用を見

据えた委員会の将来のあり方の研究につい

ても触れています。 
b. 今年度税制改正に対応するために公表し

た連結納税制度に係る公開草案に対するコ

メントの紹介とその対応が報告されました。 
c. 平成 21 年 12 月に「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」が公表されたこ

とに伴う、四半期会計基準及びセグメント

情報開示基準に関する所要の改正について

の検討が行われました。 
d. 公開草案に寄せられたコメントの分析と

その対応についての検討が行われました。 
e. 上場会社の個別財務諸表の取扱いに関す
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る検討会についての報告が行われました。 
f. 包括利益の表示に関する会計基準は、企

業会計審議会で検討が行われている間は、

個別財務諸表の取扱いに係る判断を留保す

る方向であることから、連結財務諸表の取

扱いとして検討を行っています。 
g. 公開草案に向けた文案の検討が行われま

した。適用時期については、四半期報告書

での公正価値のレベル別の開示は実務上負

荷が大きいため、考慮すべきとの意見があ

りました。 
h. 国際会計基準審議会（IASB）公開草案「金

融商品：償却原価及び減損」に対するコメ

ントの検討が行われました。 
 

2）第 204 回（2010 年 6 月 24 日開催） 
a. 企業会計基準「包括利益の表示に関する

会計基準（案）」等【公表議決】 
b. 改正企業会計基準第 2 号「１株当たり当

期純利益に関する会計基準（案）」等【公

表議決】 
c. 企業会計基準第 24 号「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」等の公

表に伴う他の会計基準等の改正【公表議

決】 
d. 改正実務対応報告第 5 号「連結納税制度

を適用する場合の税効果会計に関する当

面の取扱い（その 1）（案）」等【公表議決】 
e. 金融商品専門委員会における検討状況

（公正価値開示） 
f. 金融商品専門委員会における検討状況

（分類・測定） 
g. 無形資産に係る検討 

a. 包括利益の表示に関する会計基準の公表

議決が行われました。 
当該基準は、財務諸表における「包括利

益」及び「その他の包括利益」の表示方法

について定めたものです。 
包括利益を表示する計算書については、2

計算書方式（損益計算書と包括利益計算書

からなる形式）及び 1 計算書方式（当期純

利益と包括利益を 1 つの計算書で表示する

形式）のいずれも認めています。 
平成 23 年 3 月 31 日以後終了する連結会

計年度の年度末に係る連結財務諸表からの

適用とし、早期適用も認めています。 
なお、個別財務諸表への適用については、

企業会計審議会で個別財務諸表に関する全

般的な議論が行われていることを踏まえて、

当該会計基準の公表から 1 年後を目途に判

断することとされました。 
b. 1 株当たり利益（EPS）に関する会計基準

等の改正の公表議決が行われました。 
国際会計基準との既存の差異や市場関係

者からの実務上の要請のあるもの（ワラン

トの行使価格が期中に修正された場合の取

扱い等）に対応した改正となっています。 
平成23年4月1日以後開始する事業年度

から適用されます。 
c. 株主資本等変動計算書、セグメント情報開

示及び四半期に係る会計基準の所要の改正

についての公表議決が行われました。 
d. 平成 22 年度税制改正のうち、グループ税

制に係る改正に対応した実務対応報告の改

正が審議され、公表議決が行われました。 
e. 第 205 回委員会での公表議決を前に、公開

草案の最終的な検討が行われました。 
f. 金融商品会計に関する現行基準の見直し

のうち、「公表される市場価格のない株式の

分類の取扱い」や「株式を公正価値で評価

した際の評価差額をその他の包括利益で認

識した場合の組替調整」の論点についての

検討が行われました。 
g. 借地権の取扱い、耐用年数を確定できない

無形資産の減損等、これまで審議されてき

た論点が公開草案の文案としてまとめられ

ました。 
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3）第 205 回（2010 年 7 月 6 日開催） 
a. 企業会計基準公開草案「公正価値測定

及びその開示に関する会計基準（案）」

及び同適用指針案【公表議決】 
b. 金融商品専門委員会における検討状況

（分類・測定） 
c. 特別目的会社専門委員会における検討

状況 
d. 退職給付専門委員会における検討状況 
e. 報告企業に関する IASB 公開草案に対

するコメント対応 
f. 金融商品専門委員会における検討状況

（金融負債） 
a. 公正価値測定及びその開示に関する公開

草案の公表議決が行われました。 
公正価値測定については、IASB でも

MoU 項目の 1 つとして検討していますが、

我が国でも東京合意に基づいて、公正価値

測定及びその開示についての検討を並行し

て行っています。 
今回の公開草案は、公正価値の考え方及

び開示についての内容を定めることを目的

とするもので、公正価値のレベル別の内訳

の開示などが求められています。 
9月 10日までコメントを募集しています。 

b. 金融商品会計の見直しに関する検討状況

の整理の文案検討が行われました。 
公正価値で測定した場合の評価差額をそ

の他の包括利益で認識した場合のリサイク

リングの検討が行われました。 
c. 特別目的会社の取扱いの見直しに関する

意思確認が行われました。 
  同取扱いの及ぶ範囲に関する解釈のばら

つきへの懸念に対処するため、同取扱いを

資産の譲渡者のみに適用できるよう明確化

することの意思確認が行われ、その結果、

当該内容で暫定合意されました。 
d. 公開草案に対するコメントの紹介とその

対応が報告されました。 

退職給付プロジェクトの進め方、未認識

項目の B/S での即時認識、期間帰属方法の

見直し等、意見が分かれています。 
e. IASB 公開草案「財務報告に関する概念フ

レーム・ワーク－報告企業－」に対するコ

メントの検討が行われました。 
f. IASB 公開草案「金融負債に対する公正価

値オプション」に対するコメントの検討が

行われました。 
 

4）第 206 回（2010 年 7 月 21 日開催） 
a. 金融商品専門委員会における検討状況

（分類・測定） 
b. 退職給付専門委員会における検討状況 
c. 企業結合専門委員会における検討状況 
d. 無形資産に関する検討  

a. 次回第 207 回委員会での検討状況の整理

の公表議決を前に文案の検討が行われまし

た。 
現在の検討は、IFRS 第 9 号をベースに行

われていますが、その場合でも我が国固有

の観点からの配慮を要する事項もあるとの

意見を踏まえ、そうした事項を中心とした

コメントを求める 4 つの質問が設けられま

した。もちろん、コメントはこの 4 つに限

られるわけではありません。 
b. IASB 公開草案「確定給付制度：IAS 第 19
号の修正提案」に対するコメントの検討が

行われました。 
その他の包括利益で認識した数理計算上

の差異に係るリサイクルについての代替案

の提案等を検討しています。 
c. 基準の改正前の企業結合から生じたのれ

んの処理等の経過的な取扱いについての検

討が行われました。また、早期適用を認め

るか否かの検討も行われています。 
d. 基準適用時の経過措置についての検討が

行われました。 
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3. IASB 及び FASB に対する ASBJ の

コメント（2010 年 6 月 1 日～2010
年 7 月 31 日） 

1）IASB 公開草案「金融商品：償却原価及

び減損」に対するコメントを提出（2010
年 6 月 30 日） 

 
2）IASB公開草案「財務報告に関する概念

フレームワーク 報告企業」に対するコ

メントを提出（2010年7月15日） 

 

3）IASB 公開草案「金融負債に対する公正

価値オプション」に対するコメントを提

出（2010 年 7 月 15 日） 
 
4. ASBJ 中期運営方針の公表 
企業会計基準委員会（ASBJ）では、かね

てから委員改選時に会計基準の開発に向け

た取組方針に関する中期的な展望を示すこ

とを目的に、中期運営方針を公表してきま

したが、会計基準を巡る内外の変化が加速

する中で、今般改めて当委員会の取組みに

係る中期運営方針を策定し、6月16日に公表

しています。 
 昨年6月に企業会計審議会から公表され

た「我が国における国際会計基準の取扱い

に関する意見書（中間報告）」では、2010
年3月期よりIFRSの任意適用を認め、IFRS 
の強制適用の判断を2012年を目途に行うこ

ととしていますが、今後、仮にIFRSの強制

適用の決定がなされた場合、その後の当委

員会の活動は、大きく変容していくと考え

られます。 
したがって、今回公表する中期運営方針

は、国内の会計基準開発と国際的な会計基

準開発への貢献という 2 つのテーマ毎に① 
IFRS の強制適用の判断がなされると見込

まれる 2012 年までの当委員会の活動の基

本方針と②IFRS の強制適用を見据えた将

来の当委員会のあり方の研究に分けて作成

しています。 
 
5.萩原理事長、西川委員長他が中国会

計関係機関首脳を訪問 
財務会計基準機構（FASF）及び ASBJ

では、今後の IFRS の開発におけるアジア

地域の意見発信力を高めていく必要性があ

るとの観点から、我が国同様、自国の会計

基準と IFRS とのコンバージェンスを積極

的に進めている中国との一層緊密な連携を

図るべく、萩原 FASF 理事長、西川 ASBJ
委員長に国際財務報告基準財団（IFRS 財団）

の藤沼トラスティー、島崎トラスティーを

加えた訪問団を組成し、2010 年 6 月 1 日～

3 日、中国財政部王副大臣、中国公認会計

士協会刘会長他、中国の会計関係機関首脳

を訪問いたしました。 
今回の訪問を通じ、国際会計基準として

の IFRS の品質を高めていくためには、ア

ジア・オセアニア地域の意見を、IFRS の開

発にこれまで以上に反映させ、当該地域の

プレゼンスを高めていくことが重要である

ことが確認されました。 

日中両国の会計関係機関では、アジア・

オセアニア基準設定主体グループ（AOSSG）

会議など幅広い機会を通じてアジア・オセ

アニア地域の地位向上に資する共通の課題

に取組んでいくこととしています。 
 

6. ASBJ オープン・セミナー【第２回

～第４回】を開催 
ASBJ/FASF では、国際的な会計の動きを

迅速にフォローできる ASBJ ならではの最

新情報の提供を行い IFRS 導入に向けての

環境整備に貢献すること、及び FASF 会員

へのサービス向上を目的として、本年度よ

https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/international_issue/comments/20100630.pdf�
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/international_issue/comments/20100630.pdf�
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/international_issue/comments/20100715.pdf�
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/international_issue/comments/20100715.pdf�
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/international_issue/comments/20100715.pdf�
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/international_issue/comments/20100715_2.pdf�
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/international_issue/comments/20100715_2.pdf�
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/asbj/commitment/mr�
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り ASBJ オープン・オープンセミナー：

「IFRS の動向と我が国への導入」を全国主

要都市にて開催しています。既に第 1 回を

2010年4月28日、Sir David Tweedie IASB
議長をお招きして IFRS の最前線について

お聞きしています。 
 今回は「IFRS の今を説く」をテーマに、

米国財務会計基準審議会（FASB）との間で

2011年6月までに会計基準の主要な差異に

ついてコンバージェンスを完了させるとい

う MoU の完了に向け、精力的に作業を進

めている IASB の基準開発の状況を直接基

準開発に携わっておられる IASB 理事の山

田辰己氏他からお聞きし、更には IFRS 導

入に向けた金融庁、ASBJ の対応状況につ

いても担当者からご説明する内容で、全国

3か所（7月7日大阪（全国銀行協会ホール）、

7 月 8 日東京（メルパルクホール）、7 月 9
日名古屋（デザインホール））で開催いたし

ました。3 会場合計で 1800 名を超える聴講

者が来場されています。ちなみに東京会場

におけるプログラムは以下のとおりです。 
 
第 3 回 7 月 9 日東京（メルパルクホール） 

講演タイトル 講演者 

IASB Update 山田辰己ＩＡＳＢ理事 
IFRS 導入に対す

る金融庁の対応 
長岡隆 金融庁総務企

画局企業開示課国際会

計調整室長 
IASB プロジェク 
トの概要 

加藤厚 ＡＳＢＪ副委

員長 
 
講演の中で山田理事は 6 月 2 日に

IASB/FASB から公表されたコンバージェ

ンスに関する共同声明及び6月24日に公表

された進捗報告（progress report）の内容

を中心に IASB の最新の動向について説明

されました。 

特に、進捗報告に関して、個々のプロジェ

クによってはスケ

ジュールに遅れが

でているものもあ

るが、一時期に多く

の公開草案を提示

することで関係者

からの有用な意見

が集めにくくなる

ことに配慮し、優先

順位をつける目的

であることを理解して欲しいと説明されて

います。 
長岡室長からは、当局が IFRS の導入に

向け取り組んでいる課題について解説され

るとともに、IFRS に関連して巷間流布され

ている主な誤解について説明されました。

また、IFRS の任意適用をスタートさせたこ

とで、我が国が IFRS の利用者としての地

位を得た意味は大きく、これからまだまだ

議論を積み重ねつつ高度化する IFRS に対

して意見を発信していくことが重要との認

識を示されました。 
最後に、加藤副委員長から、IASB が進め

ているプロジェクトの進捗状況について、

特に関心の高い「収益認識」、「財務諸表表

示」、「金融商品」の各テーマについて作業

計画や提案されている内容、ASBJ におけ

る議論の状況等を解説しました。 
各講演には Q&A セッションを設けまし

たが、フロアからは IFRS 導入を視野に入

れた質問が多く寄せられ、講師との間で活

発な意見交換が行われました。 
なお、第 3 回東京会場におけるセミナー

の模様は、FASF会員の皆様にはASBJ Web
セミナーにて映像とともにご覧頂けます

（10 月 30 日までの期間限定配信となりま

す）。 
 

https://www.asb.or.jp/asb/sem/web_sem.jsp�
https://www.asb.or.jp/asb/sem/web_sem.jsp�
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7. 日印ダイアローグの発足及び日印

フォーラム 2010 を開催 
 ASBJ/FASF、日本公認会計士協会、日

本経団連及び東京証券取引所グループでは、

我が国への円滑な IFRS 導入に向けての活

動の一環として、インドにおける IFRS 関

連の問題を横断的に扱っている IFRS コア

会議（インド企業省、財務省、会計検査院、

証券委員会、準備銀行、証券取引所、会計

士協会、会計基準設定主体他）との間で、

定期的な協議機関「日印ダイアローグ」を

立ち上げることに合意し、7 月 26 日に第 1
回の会合を東京で開催しました。 

 
 インドでは、2011 年 4 月より段階的に

IFRS とコンバージェンスしたインド基準

の導入が開始され、2014 年 4 月にはこれを

全面的に導入することが予定されており、

様々な立場毎に問題意識や知見を共有する

ことが期待されています。 
 ダイアローグの共同作業グループでは、

今後 IFRS 適用やコンバージェンスに関連

して生じる様々な課題について、日印の市

場関係者間で密接な連携を図っていくため

の MoU が締結され、ダイアローグに関す

る今後 3 年間の運営方針と次回の全体会議

をインドで開催することが決まっています 
 また当日は、規制当局、会計基準設定主

体、会計士協会、産業界、証券取引所のセ

クション毎のサブ・グループによる情報交

換や意見交換も行われています。 

翌 7 月 27 日は、本ダイアローグの活動を

より多くの皆様にご理解頂くために、大塚

金融担当副大臣をはじめ両国のキーパーソ

ンをスピーカーに招いた「日印フォーラム

2010」を経団連会館国際会議場で開催いた

しました。当日のフォーラムのスケジュー

ル及び講演内容は以下のとおりです。 

 
 
講演タイトル 講演者 

基調講演１ 大塚耕平 内閣府金融担当

副大臣 
基調講演２ R.Bandyopadhyay インド

企業省次官 
インド市場に

ついて 
C.B.Bhave インド証券取

引委員会議長 
日本の資本市

場について 
斉藤惇 ㈱東京証券取引

所グループ代表執行役社

長 
インドの資本

市場について 
Ravi Narain インドナシ

ョナル証券取引所 CEO 
 

規制当局の立

場からのＩＦ

ＲＳ導入の課

題 

P.R.Ravi Mohan インド中

央銀行事務局長 
三井秀範 金融庁総務企画

局企業開示課長 
監査人の立場

からのＩＦＲ

Ｓ導入の課題 

Amarjit Chopra インド公

認会計士協会会長 
山崎彰三 日本公認会計士

協会会長 
産業界の立場 T.V.Mohandas Pai インフ

https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/press_release/overseas/pressrelease_20100728.pdf;jsessionid=5ABCC3BA38E669D1CC8B274F488AFE66�
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/press_release/overseas/pressrelease_20100728.pdf;jsessionid=5ABCC3BA38E669D1CC8B274F488AFE66�
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からのＩＦＲ

Ｓ導入の課題 
ォシステクノロジーズ取

締役 
上田良一 三菱商事㈱代表

取締役副社長執行役員 
会計基準設定

主体の立場か

らのＩＦＲS
導入の課題 

Manoj Fadnis インド企業

会計基準委員会委員長 
西川郁生 企業会計基準委

員会委員長 
パネル・ディ

スカッション 
共同モデレーター 
・木下俊男 日本公認会計

士協会専務理事 
・R.Bandyopadhyay イン

ド企業省次官 
パネリスト 
・島崎憲明 IFRS 対応会議 

国際対応委員会委員

長,IFRS 財団 Trustee 
・内藤純一 金融庁総務企

画局長 
・Radhakrishnan Nair イ
ンド保険規制開発庁メン

バー 
・G.Ramaswamy インド

公認会計士協会副会長 
・P.R.Ravi Mohan インド

中央銀行事務局長  
・Sunil Verma インド会計

検査院検査官補佐 
・Usha Narayanan インド

証券取引委員会事務局長 
・Praveen Kumar Tiwari 
インド年金基金規制開発

庁事務局長 
※敬称略。なお講演者の肩書きは当日のプログラ

ムに記載されたものです。 

 

当日は約 250 名の聴講者を集め、夕刻に

は日印関係者によるレセプションも開催さ

れました。 
ASBJ からは、会計基準設定主体の立場

からの IFRS 導入の課題について、西川企

業会計基準委員会委員長が、Manoj Fadnis
インド会計基準委員会委員長とともに講演

しています。 
 

8. IFRS 財団主催 IFRS カンファレン

ス：東京に西川委員長がパネリスト

として参加 
7 月 28 日（水）から 29 日（木）、マンダ

リン オリエンタル 東京にて、IFRS 財団主

催の“IFRS カンファレンス：東京”が開催さ

れました。 
同カンファレンスは、

IFRS 開発の現状や

IFRS 導入に向けて

の活動などについて

網羅的に理解するこ

とを目的としたもの

です。 
スピーカーには、

IASB の理事及びス

タッフに加え、三國

谷勝範 金融庁長官をはじめ第一線で活躍

中の方々が参加されました。 
西川委員長も日本の視点というパネル・

ディスカッションに司会として参加し、平

松一夫関西学院大学会計学教授兼日本会計

学会会長（企業会計基準委員会委員）、金子

誠一日本アナリスト協会理事（企業会計基

準委員会オブザーバー）、三井秀範金融庁総

務企画局総務課長（前企業開示課課長）の

皆さんとともに、IFRS の活動に関する日本

サイドからの問題意識や日本基準の対応状

況について意見交換を行っています。 
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9. 第 31回日本公認会計士協会研究大

会において加藤副委員長他がパネ

ル・ディスカッションを実施  
7 月 23 日、ホテルグランヴィア京都にて

第 31 回日本公認会計士協会研究大会が「旋

律の調和がひとつの世界を創る-国際財務

報告基準の適用と日本の公認会計士の役割」

をメインテーマとして開催されました。 

その分科会にて、加藤副委員長がモデレ

ーター、小賀坂主席研究員がパネリストの

一人として参加し、「IFRS 適用に備えた、

IFRS の解釈・実務対応に関わる公認会計士

の役割」と題するパネル・ディスカッショ

ンを行いました。そこでは、IFRS を巡る国

際的な動向、IFRS が適用された場合に、そ

の解釈や実務対応の第一線に立つ公認会計

士に期待される役割や求められる準備等に

ついて説明し、参加者と意見交換を行って

います。 

 
10. 非上場会社の会計基準に関する

懇談会が検討結果（概要）を公表  
  ASBJ が共同事務局となっている非上

場会社の会計基準に関する懇談会では、7
月 30 日に第 5 回会合を開き、報告書のと

りまとめを行うとともに検討結果（概要）

を公表しました。 
その中で、我が国の非上場会社は極め

て幅広い構成となっており、一つのまと

まりとして議論するのではなく、区分し

た上で議論する必要があるとの考えが示

されています。こうした考えに基づき、

非上場会社については、①金融商品取引

法の対象となる非上場会社、②金融商品

取引法適用会社以外の会社法上の大会社、

③会社法上の大会社以外の会社（①、②

に該当するものを除く）に区分して対応

とすることとし、特に③に含まれる会社

ついては、更に一定の区分を設け、従来

の中小指針とは別の指針を関係者の間で

新たに検討することなどが提言されてい

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/establishment/20100730/press_release/20100730.pdf;jsessionid=5ABCC3BA38E669D1CC8B274F488AFE66�
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/establishment/20100730/press_release/20100730.pdf;jsessionid=5ABCC3BA38E669D1CC8B274F488AFE66�
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11. プロジェクト進捗（2010 年 7 月 31 日現在） 
 2010 

Q2 
2010 
Q3 

2010 
Q4 

2011 
H1 

2011 
H2 

既存の差異に関連するプロジェクト項目 

企業結合（ステップ 2） ED Final   
財務諸表の表示（包括利益） Final     
無形資産 ED Final   
IASB/FASBの MoUに関連するプロジェクト項目 

1 連結の範囲    ED Final 
2 財務諸表の表示      
 （フェーズ B 関連）   DP ED  
 （非継続事業）   ED Final  
3 収益認識   DP ED  
4 負債と資本の区分   DP   
5 金融商品      
 （金融資産の分類と測定） DP2  ED  
 （金融負債の分類と測定）  DP 又は

DP2 
 ED  

 （減損）    ED  
 （ヘッジ会計）    ED  
6 公正価値測定・開示 ED  Final   
7 退職給付      
 （ステップ 1）   Final   
 （ステップ 2）    DP ED 
8 リース  DP  ED  
9 認識の中止  DP ED  
IASB/FASBの MoU以外の IASBでの検討に関連するプロジェクト項目 

1 株当たり利益＊ Final    
引当金    DP2 ED 
排出権    DP  
保険      
＊：既存の差異等に関する改正 
 
[適用] 

 
DP  論点整理 
DP2  検討状況の整理（会計基準等の方向性を示すことを目的に公開草案の前に文案に近い形で 

公表するもの） 
ED  公開草案 
Final  会計基準/適用指針 (最終版) 

 
斜体文字は終了したイベントを表しています。 
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12. お知らせ 
1）刊行物のご案内 
 機関誌「季刊 会計基準」第 30 号（2010
年 9 月 15 日刊行予定） 

【主な内容】 
 特集 1：“日印ダイアローグの発足” 

 日印ダイアローグの発足に寄せて

…島崎憲明 IFRS 対応会議国際対

応委員会委員長       他 
 特集 2：座談会「会計基準の将来展望

を語る（ASBJ の中期運営方針を踏ま

えて）             他 
 Accounting Square：“IFRS の円滑な

導入に向けた課題と経済界の取組み”

…米倉弘昌 社団法人日本経済団体連

合会会長 
 CFO Letter：“銀行業と会計基準”…

宮田孝一 株式会社三井住友フィナン

シャルグループ 取締役 
 Chairman’s Voice：“連結先行の進め

方”…西川郁生 ASBJ 委員長 
 特別企画：ASBJ オープン・セミナー

「IFRS の今を説く」 セミナー・レ

ポート             他 
 

※ご購入はこちら。 
  ※第 30 号より、FASF 会員の皆様には、

季刊会計基準に掲載される記事がホー

ムページ（会員専用サイト）よりご覧に

なることができます（9 月 15 日以降利

用可能）。どうぞご利用ください。 
 
２）ASBJ Web セミナーのご案内 

ASBJ/FASF では、FASF 会員の皆様が

ASBJの開発する会計基準やASBJ/FASF
の活動をより分かりやすく効率的に理解

していただくために、ASBJ Web セミナ

ーをホームページ（会員専用サイト）で提

供しています。 

最近では、 
① ASBJ オープン・セミナー：IFRS の

最新動向と我が国への導入（第 3 回）

“IFRS の今を説く”（2010 年 7 月 8
日、メルパルクホール東京にて収録）

【10 月 30 日までの期間限定配信】 
② 包括利益の表示に関する会計基準 
の 2 本を新しいコンテンツとして掲載し

ていますので会員の皆様はどうぞご利用

ください。 
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